
広島記念病院後期研修広島記念病院後期研修広島記念病院後期研修広島記念病院後期研修プログラムプログラムプログラムプログラム（（（（消化器内科消化器内科消化器内科消化器内科））））    

（（（（１１１１））））コースコースコースコースのののの概要概要概要概要    

A. A. A. A. 一般目標一般目標一般目標一般目標：①内科臨床医として必要な知識習得のための研鑽に励み、的確なプラ

イマリーケアが行えるよう努める。②消化器専門医としての基礎を学び知識習得に努

める。③保険医療制度および地域医療における連携のしくみなど、我が国における医

療の側面を理解する。 

B. B. B. B. 行動目標行動目標行動目標行動目標：①チーム医療の構成員として働くことが出来る。②患者、家族との信頼

関係を築くことが出来る。③一般臨床に必要な知識・技術、特に消化器疾患に必要な

知識・技術の習得に努める。④学会発表、論文作成など、学術活動を積極的に行う。 

（（（（２２２２））））    指導体制指導体制指導体制指導体制    

診療部長または内科医長が後期研修医の指導責任者となる。各々の専門技術の指

導は各医長を中心とした内科上級医が行う。 

（（（（３３３３））））    在籍在籍在籍在籍レジデントレジデントレジデントレジデント数数数数    

２名（内科は独立しており他科とのローテンションは行わない） 

（（（（４４４４））））研修内容研修内容研修内容研修内容    

1 年目、２年目の外来（月〜金の午前）業務は、主として検査；上下部消化管内視鏡検

査、腹部超音波検査、その他の超音波検査につく。３年目は、これに加えて外来１枠

の担当を任せる（全体の状況により流動的）。午後は病棟回診と入院患者の検査につ

く。また、土曜日午前の外来担当が約２ヵ月に１回割り当てられる。毎週水曜日の夕方

に内科カンファレンスを、毎週土曜日の午前中に入院患者のカルテ回診を行っている。

毎月第２月曜日の夕方に医局会を行っている。 

（（（（５５５５））））処遇処遇処遇処遇    

A.A.A.A. 勤務時間；８時３０分〜１７時１５分（月〜金） 

B.B.B.B. 当直回数；休祭日の日直を含め、月２〜３回（３〜４ヵ月に一度、輪番当直あり）。 

C.C.C.C. 休日；土、日、祭日。夏季休暇として５日間（１日は年休扱い）あり。 

D.D.D.D. 身分；常勤 

E.E.E.E. 基本給与；１年目３７０、０７２円 

        ２年目４２０、０１８円 

        ３年目４７０、４２０円 

    （４年目５２０、４８０円） 

上記に時間外手当ての追加あり 

賞与として１、２年目は夏季、冬季ともに１ヵ月、３、４年目は夏季１ヵ月、冬季 2 ヵ月 



F.F.F.F. 宿舎；あり 

G.G.G.G. 学会出張支援；年１回あり。発表者には毎回あり。 

H.H.H.H. 病院職員駐車場；なし 

（（（（６６６６））））    関連学会施設認定状況関連学会施設認定状況関連学会施設認定状況関連学会施設認定状況    

日本内科学会認定教育施設（教育関連病院）、日本消化器病学会認定施設、日本消

化器内視鏡学会認定指導施設 

（（（（７７７７））））    診療実績診療実績診療実績診療実績（平成２０年度） 

全体として２５０床、そのうち約４０床は産婦人科病床である。当院は内科、外科を含め

た混合病床であり、各診療科単位での病床数の決まりはない。 

内視鏡件数；上部消化管内視鏡３９１３件（治療内視鏡２６２件）、大腸内視鏡検査２１２

５件（治療内視鏡５２０件）、ERCP１７９件、腹部超音波検査３３８０件、甲状腺超音波検

査４３３件、乳腺超音波検査２６９件 

（（（（８８８８））））    学術関連実績学術関連実績学術関連実績学術関連実績    

A.A.A.A. 後期研修医による過去５年間の学会発表；日本消化器病学会（全国学会）４回、共

済学会（全国）２回、日本消化器病学会（地方会）９回、日本消化器内視鏡学会（地方

会）８回、日本内科学会（地方会）３回、広島医学会総会５回、広島消化器病研究会１

回 

B.B.B.B. 後期研修医による過去５年間の論文発表；共済学会誌１編 

（（（（９９９９））））    施設施設施設施設のののの特徴特徴特徴特徴    

当院は消化器に特化した病院として広く知れ渡っており症例数にも恵まれている。消

化管、肝、胆、膵の専門医による直接指導が受けられる他、外科や放射線科との関係

も良好で、消化器専門医を目指した研修を行う上で優れた環境にあると言える。一方、

中区、西区、安佐南区を中心とした地域医療支援病院としての役割を担っており、消

化器疾患に限らない一般内科のプライマリーケアの研修を積むことが出来る数少ない

市中病院である。広く一般内科の診療に携ることは消化器内科を標榜する施設では

制限があり、卒後早期のうちにこれらを経験出来ることは将来の臨床活動の上で大変

貴重な財産になるものと考えている。 


